










sive ductal carcinoma with a predominatly intraductal
 
component, papillotubular carcinoma (Solid papillary
 







牧口 貴哉，?堀口 淳，?長岡 りん ?
高他 大輔，?六反田奈和，?佐藤亜矢子 ?
時庭 英彰，?内田紗弥香，?常田 祐子 ?
























上田 重人，大崎 昭彦，松浦 一生
重川 崇，中宮 紀子，島田 浩子
廣川 詠子，佐野 弘，髙橋 孝郎
佐伯 俊昭（埼玉医科大学国際医療センター
乳腺腫瘍科）
【症 例】 52歳,女性.【主 訴】 心窩部痛.【現病


























福島 加代，?真下 陽子，?岡田 朗子 ?











































広瀬 寛子，?野村喜三枝，?宮本 沙織 ?

































【方 法】 外科病棟看護師 28名を対象にアンケート調
査をし分析する.【結 果】 リンパ浮腫指導経験のあ
る看護師は約 90％で,そのうち 88％が 1年間の指導回
数が 3回以下であった.指導に不安のある内容は,圧迫
療法が 60％,腕の計測方法が 28％,セルフマッサージ方
法が 21％であった. 不安の理由として, 指導に自信がな
い,知識が不足していることであった.【考 察】 アン
ケート結果より,技術に関しての不安が多いことが明ら
かになった.また,1年間の指導回数が少ないことが指導
に自信が持てない要因の一つと考えられる.不安の多
かった内容を中心に,医療リンパドレナージセラピスト
と共に知識,技術を習得できる勉強会を開催していく.
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